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事業報告

第　１　分科会 地域連携

テーマ
「結」地域の特徴を生かし、学校・保護者・地域が一体となって
子どもたちを育む持続可能な学びの場を

趣旨

未来を担う子どもたちの豊かな学びや成長は、学校だけで育まれるものではなく、多様な人々とかかわ
り、様々な経験を積むことが重要です。
　ＰＴＡの存在意義やあり方が問われているなか、学校・保護者・地域・コミュニティスクールが連携・協働
することで、ふるさとに根付いた持続可能でウェルビーイングな学びの場を共に考えていきましょう

長野市立城山小学校体育館

５０人

運営担当 中高Ｐ連・上水内郡P

分科会総括

第1分科会では「地域連携」をテーマに、学校・地域・PTAが協働する姿を具体的に学ぶことができました。
会場の長野市立城山小学校は、学校・地域・PTAの連携が充実しており、子どもたちが多くの大人に見守られている
学校です。分科会前には、善光寺に隣接する立地を活かし、LINEを使った「善光寺クイズラリー」を実施しました。
当日は6年生約40名が参加し、昇降口での出迎えや、蚕の学習で制作したストラップ等の販売、善光寺木遣りの披
露など、児童が主体となって分科会が始まりました。

児童とのグループディスカッションでは、『城山わくわくプロジェクト』として「こんな学校にしたい」「こんな地域にした
い」という子どもたちの率直な思いが発表されました当日までに授業で自分の願いや実現までのプロセス、メリット、
デメリットをポスターにまとめました。1つのグループに1人の児童と大人が4～5人でしたが、みんな堂々と発表して
おり、大人はその発想力や主体性に大きな刺激を受けました。子どもと大人が対等な立場で意見を交わす時間は非
常に好評で、「子どもたちの声から学ぶことが多かった」「地域連携の意義を実感できた」といった前向きな感想が多
く寄せられました。最後に子どもたちへバラを一輪プレゼントしましたが、今回の経験での自信や、達成感と安堵の
笑顔がとても印象的でした。

２つの研究発表では、コミュニティースクールとPTAが連携する中で、新しいことを生み出すだけでなく、もともと地域
にある素晴らしい「足元の宝物」を大切にし、楽しさから生まれるつながりの中で、失敗を恐れず挑戦できる環境づく
りの大切さや、PTAと行政とのつながりについて、それぞれの地域に合った取り組みが発表されました。

伴美佐子さんの講演では、「コミュニティースクールクロスロード」を通して、人それぞれに異なる意見があることを共
有し、他者を知り、理解することの大切さを楽しみながら学ぶことができました。地域コーディネーターを務める上田
市立北小学校の事例を踏まえ、これからのコミュニティースクールは、学校から支援をお願いされる存在にとどまら
ず、学校・児童・生徒・PTA・地域が協働していくことが重要であるというお話がありました。

続くパネルディスカッションでは、伴さん（地域）、城山小の宮島先生（学校）、牟礼小の黒岩さん（PTA）、県教育委員
会の油井さん（行政）が登壇し、「幸せな学校とは何か」について意見を交わしました。子ども自身が幸せについて考
える学校、信頼し合い安心して過ごせる学校、子どもはもちろん先生方も笑顔でいられる学校などの意見が出さ
れ、、子どもも大人も笑顔で学び合える学校づくりこそがウェルビーイングな学びの場につながるという認識が深まり
ました。そのために、大人が生涯にわたり楽しく、ワクワクしながら学び続ける姿を、子どもたちに見せていきたいとい
う思いも語られました。

最後に、「コミュニティースクール」をテーマにした創作漢字づくりを行いましたが、子どもを真ん中に据え、笑顔や人
のつながりを表した作品が多く見られました。

分科会全体を通して、参加型・対話型の場面が多く、参加者からは「時間が足りないほど充実していた」「ぜひ自分の
地域でも実践したい」といった声が聞かれるなど、満足度の高い、大変好評な分科会となりました。
改めて、子どもを真ん中に据え、学校・地域・保護者が信頼でつながることの大切さと、その可能性を強く実感する機
会となりました。

２９８人



会場の城山小学校・善光寺クイズラリーの写真 木遣り保存会と城山小児童の善光寺木遣り写真

円たくんを使ったグループワークの写真 城山小児童のプレゼンの写真

子どもと大人が一緒に地域について考える写真 茨城県高萩市立秋山小・中PTAの研究発表の写真



伴美佐子氏の講演の写真 パネルディスカッションの写真

コミュニティースクールを創作漢字で表した写真 第１分科会役員の写真


